
Case1
新梅田シティ
梅田スカイビル・ウェスティンホテル大阪

Case2
仙台第一生命タワービルディング

Case3
わかもと製薬株式会社
相模大井工場

Case4
川口化学工業株式会社
川口工場

コージェネ導入事例

コージェネレーションでネットワークを広げていく「コージェネット」

Vol.23
Summer 2019

大学研究室探訪
東京大学 大学院工学系研究科

原子力国際専攻 藤井・小宮山研究室



Vol.23
Summer 2019

Co-GENET Vol.23

Case1..........................................................................3
電気・熱の利用実績、予測に合わせたリプレースによる
運用開始から7年経過しての運用状況

新梅田シティ　梅田スカイビル・ウェスティンホテル大阪

Case2..........................................................................6
コージェネによる不動産価値向上とSDGsへのアプローチ

仙台第一生命タワービルディング

Case3..........................................................................9
医薬品製造拠点のBCPと
製造プロセスの省エネルギー化に貢献するコージェネ

わかもと製薬株式会社　相模大井工場

Case4......................................................................12
コージェネ設備を更新し、
省エネルギー化、コスト削減、BCP対策を実現

川口化学工業株式会社　川口工場

大学研究室探訪..............................................15
東京大学 大学院工学系研究科
原子力国際専攻 藤井・小宮山研究室

コージェネ導入事例

コージェネの7つの提供価値 SDGsの17の目標

アイコンについての詳しい解説「コージェネレーションのSDGsへの貢献参照ガイド」は財団ホームページよりダウンロードできます。

2



　今も再開発の進む大阪市北区にある商業街区「新梅
田シティ」内にある梅田スカイビル（1993年竣工）。当
街区は、オフィス［連結超高層2棟（Tower East/Tower 
West）、低層棟2棟（ガーデン5/ガーデン6）］、ホテル［ウェ
スティンホテル大阪］の計5棟および地下店舗・地下駐車
場で構成されており、梅田スカイビルはこの連結高層棟
である。コージェネレーションは新梅田シティの地下にあ
る熱源機械室に設置されている。
　本設備は1993年の竣工当初より18年が経過した

電気・熱の利用実績、予測に合わせたリプレースによる
運用開始から7年経過しての運用状況

コージェネ導入のポイント
発電効率・総発電量のアップによる省CO₂化
既存機器運転実績による廃熱利用率の向上
面的利用

1

2

3

Case1

■ 施設概要

名 称 新梅田シティ
（梅田スカイビル・ウェスティンホテル大阪）

所 在 地 大阪府大阪市北区大淀中1丁目1-88
構 造 鉄骨および鉄筋コンクリート造
建 物 規 模 地下2階、地上40階

面 積 建築面積：13,732.09㎡（新梅田シティ全体）
延床面積：216,308.48㎡

開 業 年 月 ・1993年3月竣工（リプレース前機器運用開始）
・コージェネは2012年2月にリプレース運用開始

施 設 概 要

オフィス「連結超高層2棟（Tower East/Tower 
West）、低層棟2棟（ガーデン5/ガーデン6）」、ホテル
「ウェスティンホテル大阪」の計5棟および地下店舗・
地下駐車場で構成されている

新梅田シティ
梅田スカイビル・ウェスティンホテル大阪

S h i n  U m e d a  C i t y
( U M E D A  S K Y  B U I L D I N G ,  T H E  W E S T I N  O S A K A )

2012年には契約電力が2割以上アップしていたことか
ら、より発電効率の高いコージェネレーションシステムへ
のリプレースを実施した。
　今回はリプレースから約7年が経過した現在も効率よ
く運用されているコージェネレーションを紹介する。

SDGs コージェネ

3 コージェネ導入事例



発
電
効
率・
総
発
電
量
の

ア
ッ
プ
に
よ
る
省
Ｃ
Ｏ
２
化

　

前
述
し
た
通
り
新
梅
田
シ
テ
ィ
の
契
約
電

力
は
竣
工
当
初
よ
り
増
減
を
し
な
が
ら
上
昇

傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
電
力
の
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
を
目
的
と
し
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
発
電
量
を
３
０
０
０
kW
か
ら

４
５
０
０
kW
へ
と
50
％
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
大
幅
な
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト

（
リ
プ
レ
ー
ス
後
は
、
送
電
量
で
４
３
２
０

kW
削
減
）、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
（
リ
プ
レ
ー

ス
前
後
の
比
較
で
12
・
６
％
削
減
）
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。
リ
プ
レ
ー
ス
か
ら
約
７
年

が
経
過
し
た
現
在
ま
で
の
年
度
ご
と
に
集
計

し
た
発
電
効
率
は
41
・１
％
か
ら
42
・０
％
と

高
い
効
率
で
運
転
さ
れ
て
い
る
。
６
月
か
ら

９
月
は
３
台
で
の
運
用
、
朝
８
時
か
ら
、
１

台
目
が
起
動
す
る
と
１
時
間
ご
と
に
２
台
目
、

３
台
目
が
起
動
、
夜
19
時
か
ら
22
時
で
１
台

ず
つ
停
止
す
る
Ｄ1
※

Ｓ
Ｓ
の
運
用
と
な
っ
て
い

る
。
残
り
の
期
間
は
２
台
起
動
す
れ
ば
負
荷

は
ま
か
な
え
て
い
る
。
な
お
、
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
起
動
時
、
停
止
時
を
除

き
、
運
転
中
は
１
０
０
％
負
荷
で
の
運
用
と

し
て
い
る
。
３
台
合
計
の
運
転
時
間
は
年
間

８
０
０
０
時
間
前
後
。
2
０
１
５
年
度
で
は

９
８
０
０
時
間
程
度
の
稼
働
と
な
っ
て
い
る
。

（
※
１
）Ｄ
Ｓ
Ｓ
：Daily Start and Stop

（
毎
日
発
停
運
転
）

既
存
機
器
運
転

実
績
に
よ
る

排
熱
利
用
率
の
向
上

　

リ
プ
レ
ー
ス
前
の
熱
源
シ
ス
テ
ム
は
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
排
熱
温
水
１
０
０
％
に

対
し
て
温
水
吸
収
式
冷
凍
機
の
能
力
を
設
定

し
て
い
た
た
め
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
部
分
負
荷
運
転
時
は
温
水
吸
収
式
冷
凍
機

も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
能
力
し
か
出
力
で
き
な

か
っ
た
。
逆
に
温
水
吸
収
式
冷
凍
機
が
部
分

負
荷
運
転
す
る
際
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
排
熱
が
有
効
利
用
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

　

リ
プ
レ
ー
ス
計
画
で
は
一
重
二
重
効
用
吸

収
式
冷
凍
機
に
変
更
し
て
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
排
熱
量
を
吸
収
式
冷
凍
機
の

70
％
に
設
定
。
残
り
の
熱
源
は
既
存
の
ボ
イ

ラ
ー
の
余
剰
蒸
気
か
ら
確
保
す
る
こ
と
で
、

冷
凍
機
が
70
〜
80
％
負
荷
運
転
と
な
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

排
熱
温
水
を
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
リ
プ
レ
ー
ス
か
ら
現
在
ま
で
の
年
度
ご

と
に
集
計
し
た
排
熱
回
収
効
率
は
35
・
１
％

か
ら
36
・
９
％
と
計
画
時
よ
り
も
高
い
効
率

で
の
運
用
が
さ
れ
て
い
る
。

高
発
電
効
率
型
機
器
の
導
入

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
リプレース後機器 リプレース前機器

メ ー カ ー ダイハツディーゼル株式会社

モ デ ル 名 副室式希薄燃焼方式
（ミラーサイクル） V型水冷火花点火方式

燃 料 種 別 都市ガス（13Ａ）（主燃料）
軽油（パイロット燃料） 都市ガス（13Ａ）

定 格 出 力 1,500kW 1,000kW
台 数 3台

効 率
総合：72.6％
発電：41.2％
排熱回収：31.4％

総合：79.6％
発電：31.0％
排熱回収：48.6％

排 熱 回 収 温水

排熱利用用途 冷房／暖房／給湯

運 用 開 始 2012年2月 1993年3月

ガスエンジンコージェネ（1,500kW×3台）
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ル
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
ピ
ー
ク
が
異
な
る
用

途
で
構
成
さ
れ
、
リ
プ
レ
ー
ス
前
と
同
様
に

街
区
全
体
で
面
的
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
排
熱
利
用
の
見
直
し
に
よ
り
、
冬
季

な
ど
の
冷
熱
源
要
求
が
少
な
い
時
で
も
ホ
テ

ル
へ
の
温
熱
源
と
し
て
有
効
利
用
で
き
、
無

駄
の
な
い
熱
融
通
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
は
、「D

orling 
Kindersley

」が
選
ぶ「
世
界
の
名
建
築
ト
ッ

プ
20
」
の
一
つ
に
選
出
さ
れ
て
お
り
、
新
梅

田
シ
テ
ィ
は
大
阪
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
観

光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
し
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
竣
工
当
初
よ
り
「
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ｅ 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
」
と
呼
ば
れ
る
「
熱
源
機
器
を

 ［ 

面
的
利
用 

］

　

新
梅
田
シ
テ
ィ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト

は
地
下
に
あ
る
特
高
変
電
所
・
熱
源
機
械
室

に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
街
区
全
体
に
電
気
・

冷
水
・
温
水
・
蒸
気
を
送
っ
て
い
る
。
新
梅

田
シ
テ
ィ
は
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施
設
・
ホ
テ

ひ
と
と
い
き
も
の
を
つ
な
ぐ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

　お忙しい中、取材にご協力
いただいた、積水ハウス梅田
オペレーション株式会社 森
本様、大阪ガス株式会社 向
井様にはこの場を借りてお礼
を申し上げます。
 （取材・文：雑賀 慎一）

謝辞

一重二重効用吸収式冷凍機

排ガス温水ボイラー（CGS設備）

蒸気ボイラー
（3台）

冷水 温水

一重二重効用
吸収式冷凍機（3台）

蒸気吸収式
冷凍機（3台）

コージェネレーション
（3台）

水蓄熱槽 還水
タンク

冷却塔 冷却塔事務棟 ホテル棟 事務棟 ホテル棟

リプレース機器

リプレース

ターボ
冷凍機

還水
タンク

■ エネルギーフロー図

見
せ
る
」
見
学
者
対
応
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て

い
る
。
し
ば
ら
く
見
学
は
お
休
み
し
て
い
た

が
、
２
０
１
８
年
７
月
よ
り
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
コ
ー
ス
と
し
て
見
学
を
再
開
し
た
と
い
う
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
と
、
カ
ラ
フ
ル

に
塗
り
分
け
ら
れ
た
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
や
熱
源
機
器
を
一
般
の
方
も
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

MACHINE ZOO案内看板

5 コージェネ導入事例



 「仙台第一生命タワービルディング」は1985年（昭和60
年）、東北地方では当時最も高い地上21階、90m級の超高
層の事務所ビルとして完成した。竣工から30年近くが経過
し熱源が老朽化、既存の蒸気システムを冷温水システムに
更新する検討を行っていた。その最中に「東日本大震災」に
被災。電力使用制限令などの社会的な電力平準化要請や
BCP強化が、新しい課題として一気に浮上した。同時に第一
生命グループは、事業所周辺地域や社会環境への取り組み
も重視しており、環境負荷低減に資する設備への切り替え
も求められていた。
　検討の結果、それらを具現化するシステムとしてガスコー
ジェネが採用され、LCC低減・エネルギーの多重化等を実
現。導入後も独自のデータ収集システムによるエネルギー
解析を継続しピーク電力は20％以上も低減した。コージェ
ネ導入により、熱源システムのみならず不動産価値向上を
実現した事例である。

コージェネによる不動産価値向上と
SDGsへのアプローチ

仙台第一生命タワービルディング

■ 施設概要
所 在 地 宮城県仙台市青葉区一番町4-6-1

建物規模 地下2階、地上21階、塔屋2階

構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造（一部RC・S造）

面 積 建築面積：3,081.95㎡
延床面積：55,540.10㎡

竣工年月 1985年5月（コージェネは2014年4月に稼働）

用 途 事務所（一部店舗）

電力引込 特別高圧33kV　ループ受電

S e n d a i  D a i - i c h i  L i f e  To w e r  B u i l d i n g

コージェネ導入のポイント
電気とガスのベストミックスによる 
レジリエンス強化

コージェネ排熱のカスケード利用

電力ピークカット、LCC低減、BCPを実現

1

2

3

Case2

ガスエンジン・コージェネ（370kW）

SDGs コージェネ
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■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム（株）

モ デ ル 名 EP370G

燃 料 種 別 都市ガス（13Ａ）

定 格 出 力 370kW

台 数 1台

温水取出温度 90℃

効 率 総合：75％／発電：41％
排熱回収：34％

排熱利用用途 冷房・暖房・給湯

［ 

蒸
気
か
ら
温
水
シ
ス
テ
ム
へ 

］

　

竣
工
か
ら
30
年
近
く
が
経
過
し
て
、
大
規

模
な
テ
ナ
ン
ト
事
務
所
ビ
ル
の
熱
源
も
老
朽

化
が
進
み
、
故
障
時
の
代
替
部
品
も
限
定
さ

れ
て
き
た
状
況
の
中
、
シ
ス
テ
ム
更
新
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
既
存
の
温
熱
源

は
炉
筒
煙
管
ボ
イ
ラ
ー
で
あ
り
、
蒸
気
が
熱

源
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
。
冷
熱
源
は
蒸
気

吸
収
式
冷
凍
機
と
タ
ー
ボ
冷
凍
機
に
よ
る
冷

房
で
あ
っ
た
が
、
蒸
気
を
扱
う
に
は
資
格
者

が
必
要
で
、
ま
た
取
り
扱
い
に
も
高
度
な
技

術
が
求
め
ら
れ
、
維
持
管
理
に
も
手
間
が
か

か
る
た
め
、
蒸
気
を
廃
止
し
、
冷
温
水
中
心

の
シ
ス
テ
ム
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
が

コ
ン
セ
プ
ト
の
中
核
で
あ
っ
た
。
２
０
１
０

年
頃
か
ら
本
格
的
な
シ
ス
テ
ム
検
討
が
開
始

さ
れ
た
が
、
そ
の
最
中
の
２
０
１
１
年
３
月

に
「
東
日
本
大
震
災
」
に
遭
遇
し
た
。

　

電
力
使
用
制
限
令
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
社

会
的
な
電
力
不
足
に
直
面
し
、
電
力
ピ
ー
ク

を
抑
制
す
る
必
要
性
が
新
た
な
課
題
と
し
て

浮
上
し
た
。
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
性
能
の
向
上

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
低
減
、
そ
し
て
何
よ

り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
化
を
図

り
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
備
え
た
建
物
に
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
る
こ
と
が
必
須
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

熱
源
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画  

事
務
所
ビ
ル
で
の

  

コ
ー
ジ
ェ
ネ
活
用

　

そ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ガ
ス

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
検
討

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
大
量
の
温
熱
源
が
必

要
と
さ
れ
る
病
院
や
工
場
な
ど
に
比
べ
、
事

務
所
ビ
ル
で
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
排
熱
が
余
剰

と
な
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
本
計
画

も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
解
決
の
決
め
手
と
な
っ
た
の
が
「
熱

の
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
」
で
あ
っ
た
。
仙
台
と

い
う
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
、
排
熱

取
出
仕
様
は
90
℃
の
高
温
水
と
す
る
こ
と
で
、

冷
房
期
間
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
排
熱
を
排
熱
投
入

型
吸
収
冷
温
水
機
（
ジ
ェ
ネ
リ
ン
ク
）
に
供

給
し
、
冷
房
時
に
有
効
活
用
す
る
。
次
に
暖

房
で
利
用
し
、
最
後
に
給
湯
シ
ス
テ
ム
へ
熱

供
給
し
て
い
る
。〝
排
熱
投
入
型
吸
収
冷
温

水
機
で
の
熱
活
用
に
よ
る
冷
房
↓
暖
房
↓
給

湯
〞
と
３
ス
テ
ッ
プ
の
カ
ス
ケ
ー
ド
多
段
活

用
を
す
る
こ
と
で
総
合
効
率
75
％
を
達
成
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
温
水
熱
源
と
し
て

活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
中
圧
ガ
ス
に
よ
る

発
電
が
可
能
と
な
る
た
め
電
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
多
元
化
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ

ネ
を
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
仕
様
と
す

る
こ
と
で
、
非
常
時
の
発
電
機
と
し
て
も
機

能
さ
せ
共
用
部
で
あ
る
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム
と

11
階
に
防
災
分
電
盤
（
そ
れ
ぞ
れ
20
ｋ
Ｖ
Ａ

ず
つ
）
を
新
設
し
、
災
害
時
用
コ
ン
セ
ン
ト

に
供
給
し
て
い
る
。
大
規
模
災
害
な
ど
の
停

電
時
に
お
け
る
通
信
機
器
充
電
な
ど
多
目
的

な
活
用
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
１
階
と
21
階
の
店
舗
は
営
業
時
間
が

長
い
た
め
、
熱
源
を
個
別
に
設
置
し
セ
ン
ト

ラ
ル
熱
源
を
高
効
率
で
運
転
す
る
よ
う
な
設

計
上
の
細
か
い
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
る
。
現

在
は
既
存
非
常
用
発
電
機
（
Ａ
重
油
）
と
は

負
荷
区
分
を
分
け
て
電
力
供
給
を
し
て
い
る

が
、
今
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
連
係
運
転

も
視
野
に
入
れ
た
計
画
を
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

■ エネルギーフロー図

ガスエンジン・コージェネ
（370kW）

発電電力（防災電灯盤をエントランスと11階に設置）
電力

冷房

暖房

給湯ガス（中圧）

高温排熱（90℃）

温水

給湯

排熱投入型
吸収冷温水機
（ジェネリンク）

高温排熱
（90℃） 熱交換器

熱交換器

ガス

排熱投入型吸収冷温水機（400RT／1,407kW×1台）



の
開
口
寸
法
の
確
保
や
既
存
ダ
ク
ト
の
移
設

な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
壁
の

補
強
に
よ
る
新
た
な
開
口
の
造
作
な
ど
建
築

面
で
の
工
夫
と
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
な

ど
設
備
機
器
側
で
の
対
応
を
行
う
こ
と
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
実
現
し
た
。

　

ま
ず
コ
ー
ジ
ェ
ネ
は
発
電
機
と
補
機
ユ

ニ
ッ
ト
を
８
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
搬

入
し
、
地
下
機
械
室
で
合
体
さ
せ
て
据
付
を

行
っ
た
。
他
の
設
備
機
器
類
も
ジ
ェ
ネ
リ
ン

ク
は
５
分
割
、
タ
ー
ボ
冷
凍
機
は
３
分
割
し

て
搬
入
作
業
を
行
っ
た
。

　

建
築
的
に
は
地
下
駐
車
場
の
車
路
を
経
由

し
た
後
の
扉
高
さ
が
低
く
、
鉄
扉
を
一
時
的

に
撤
去
し
上
部
開
口
を
確
保
。
さ
ら
に
天
井

か
ら
の
吊
ダ
ク
ト
も
障
害
と
な
り
解
体
復
旧

す
る
対
応
を
行
っ
た
。
最
も
想
定
外
だ
っ
た

の
は
排
気
の
煙
道
で
、
ル
ー
ト
上
ど
う
し
て

も
構
造
耐
震
壁
を
貫
通
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
建
物
全
体
で
の
耐
震
能

力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
に
構
造
設
計
者
の
支
援
も
あ
お
ぎ
検
討

を
重
ね
、
耐
震
壁
の
増
打
ち
を
行
っ
て
強
度

を
確
保
し
煙
道
貫
通
ル
ー
ト
を
確
保
し
た
。

　

設
備
機
器
の
搬
入
ル
ー
ト
、
将
来
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
は
建
築
的
課
題
で
あ
る
が
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
竣
工
後
15
〜
20
年
を
経

て
行
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
将
来
を
見

据
え
た
建
築
計
画
を
そ
の
段
階
で
行
っ
て
お

く
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
。
あ
る
い
は

そ
れ
を
コ
ー
ジ
ェ
ネ
な
ど
の
設
備
機
器
側
で

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
す
る
技
術
と
製
品
づ

く
り
も
設
備
導
入
を
促
進
す
る
た
め
に
は
必

要
か
も
し
れ
な
い
。

  �

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

  �

に
よ
る
効
果
検
証

　

第
一
生
命
グ
ル
ー
プ
で
は
、
日
常
の
管
理

運
営
体
制
に
お
い
て
も
関
連
管
理
会
社
と
の

密
接
な
連
携
に
よ
り
継
続
的
な
改
善
を
実
施

し
、
省
エ
ネ
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
排
熱
利

用
最
大
化
と
電
力
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
念
頭
に

時
間
帯
別
に
夏
期
・
中
間
期
・
冬
期
な
ど
の

シ
ー
ズ
ン
ご
と
の
管
理
、
さ
ら
に
平
日
・
休

日
・
コ
ア
勤
務
時
間
帯
・
予
冷
予
熱
時
間
帯
・

残
業
時
間
帯
な
ど
、
き
め
細
か
く
熱
利
用
状

況
や
電
力
ピ
ー
ク
を
分
析
し
最
適
な
運
用
を

行
っ
て
い
る
。そ
れ
に
よ
り
排
熱
利
用
率（
排

熱
利
用
量
÷
排
熱
発
生
量
）
は
87
％
と
極
め

て
高
い
効
率
で
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
の
分
析
に
よ
り
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

導
入
し
な
い
場
合
と
比
較
し
て
年
間
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
は
30 

kL
（
原
油
換
算
）、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
率
は
16
・
５
％
を
達
成
し
て
い
る
。

　

一
方
、
電
力
デ
マ
ン
ド
値
に
つ
い
て
は
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
前
が
２
５
０
０
kW
で
あ
っ
た
が

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
後
は
１
８
０
０
kW
を
達
成

し
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
省
エ
ネ
・
節
電
の
機
運
の
高
ま

り
な
ど
も
後
押
し
し
て
実
現
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
が
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
貢
献
が
大
き

い
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
３
７
０
kW
の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
の
う
ち
補
機
分
22 

kW
を
削
減
し
て

３
４
８
kW
分
が
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
に
貢
献
し
て

い
る
。

　

近
々
に
は
受
変
電
設
備
の
改
修
も
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
現
状
の
33 

kV
特
別
高
圧
ト
ラ

ン
ス
（
３
０
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ
×
２
台
）
で
更
新

す
る
だ
け
で
な
く
、
高
圧
受
変
電
設
備
に
更

新
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
特
別
高
圧
電
力
と
高
圧
電

力
の
ど
ち
ら
が
有
利
な
の
か
簡
単
に
結
論
は

出
せ
な
い
が
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
り
設
備
シ

ス
テ
ム
の
設
備
改
修
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た

こ
と
は
大
い
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

謝辞

　オフィスビルでどのような経緯でコージェ
ネ導入を決断し、効果を上げておられるのか
興味津々の思いで取材に望ませていただきま
した。本記事ではそのプロセスも記述するよ
う心がけ、他の事務所ビルでの活用事例につ
ながればと思っております。ご協力いただき
ました第一ビルディングおよび竹中工務店東
北支店の関係者の皆様に心から御礼申し上げ
ます。 （取材・文：小田島範幸）

施
工・運
用
段
階
で
の
課
題
と
効
果

  
地
下
機
械
室
へ
の

  

コ
ー
ジ
ェ
ネ
搬
入

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
設
置
が
決
ま
り
、
搬
入
計

画
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
本
建
物
で
は
熱
源

機
械
室
が
地
下
に
あ
る
た
め
、
地
下
駐
車
場

へ
の
車
路
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
ル
ー
ト
の

確
保
を
行
お
う
と
し
た
。
し
か
し
本
コ
ー

ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
タ
ー
ボ

冷
凍
機
な
ど
も
寸
法
が
大
き
く
、
機
械
室
へ

（
右
）動
力
盤
面
へ
の
デ
ジ
タ
ル

式
熱
量
計
の
設
置（
下
）デ
ジ
タ

ル
式
熱
量
計（
表
示
状
況
）
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　わかもと製薬株式会社は、1929年（昭和4年）に東京の
芝公園大門の地で設立された。1962年（昭和37年）に現
在まで続く主力製品である「強力わかもと」を発売。国内の
みならず、海外からも高い評価を得ている。現在では東京
本社と８つの支店を展開し、「強力わかもと」のほか、医療用
眼科用剤や各種医療用医薬品・診断薬の製造・販売を行っ
ている。
　今回紹介する相模大井工場は、1968年（昭和43年）に
相模研究所とともに、神奈川県大井町に建設された。豊か
な自然や雄大な富士山を望み、豊富な地下水が湧き出る
足柄平野を流れる酒匂川のほとりに最新の設備を完備し
た生産施設である。この相模大井工場において、停電対策
による医薬品製造環境の継続稼働を目的として、ガスエン
ジンコージェネレーションシステム（以下、コージェネ）が
2013年（平成25年）に導入された。廃熱は製造プロセスに
全量供給することで省エネルギーに貢献している。

Case3

ブラックアウトスタート仕様のコージェネ
採用によるＢＣＰ対応

省エネルギー性の向上（廃熱由来蒸気の製
造プロセスへの全量供給・ボイラ給水加熱源と
しての廃熱温水利用）

環境配慮アピールツールとしての活用

医薬品製造拠点のBCPと
製造プロセスの省エネルギー化に貢献するコージェネ

わかもと製薬株式会社
相模大井工場

■ 施設概要
名 称 わかもと製薬株式会社　相模大井工場

所 在 地 神奈川県足柄上郡大井町金手378

建 物 規 模 敷地面積：67,246.88㎡
総延床面積：24,439.24㎡（2014年8月時点）

工 場 開 業 
年 月

1968年（昭和43年）6月
（コージェネは2013年（平成25年）7月に稼働）

主 要 製 品 医薬品（点眼剤）、医薬部外品（胃腸薬）、
動物用診断キット

Wakamoto 
Pharmaceutical Co., Ltd.
Sagami Ohi Plant

コージェネ導入のポイント
1

2

3

SDGs コージェネ



 ［ 

導
入
の
経
緯 

］

　

製
品
は
、
薬
機
法
に
規
定
さ
れ
る
Ｇ※

Ｍ
Ｐ

基
準
に
適
合
し
た
設
備
に
お
い
て
、
万
全
の

供
給
体
制
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
原
料
・
包

装
材
料
を
用
い
、
原
材
料
搬
入
・
製
造
・
保

管
・
物
流
に
至
る
ま
で
の
段
階
で
検
査
し
、

厳
密
な
品
質
管
理
体
制
を
経
て
、
患
者
や
消

費
者
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
製

造
環
境
に
は
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
対
す
る
電

源
供
給
が
事
業
継
続
に
お
け
る
重
要
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
停
電
時
に
も
電
力
供
給

が
可
能
な
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ス
タ
ー
ト
仕
様

の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
（
定
格
出
力
７
０
０
kW
×
１

台
）
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
空
調
・
照
明
の

よ
う
な
医
薬
品
製
造
環
境
に
必
要
な
設
備
を

稼
働
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

（
※
）Good M

anufacturing Practice

の
略
。医
薬
品

及
び
医
薬
部
外
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
に
関
す
る

基
準
。

 ［ 

電
力
供
給
系
統 

］

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
か
ら
供
給
し
て
い
る
電
力
系

統
は
、
強
力
わ
か
も
と
を
製
造
し
て
い
る
製

剤
棟
の
み
な
ら
ず
、
注
射
薬
系
統
、
培
養
系

統
、
原
薬
系
統
、
点
眼
剤
系
統
な
ど
、
い
ず

れ
も
製
造
の
観
点
か
ら
重
要
な
系
統
で
あ
る
。

た
だ
し
、
停
電
時
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
み
で
補

う
専
用
回
路
と
い
う
形
は
と
ら
ず
、
有
事
の

際
に
担
当
係
員
が
駆
け
付
け
、
丹
念
に
安
全

性
を
確
認
し
た
上
で
、
配
電
操
作
に
よ
り
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
応
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
製
品
保
管

倉
庫
の
室
温
管
理
、
製
造
工
程
（
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
）
や
研
究
施
設
の
環
境
維
持
な
ど
の

重
要
機
能
を
受
け
持
つ
こ
と
と
な
る
。

　

契
約
電
力
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
前
の

２
０
１
３
年
６
月
ま
で
が
２
２
０
０
kW
の
高

圧
弾
力
供
給
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
導
入
後
に
は
１
８
０
０
kW
ま
で
低
下

し
た
。
新
棟
増
築
な
ど
に
起
因
す
る
特
高
回

避
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
特
高
回

避
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
夏

季
ピ
ー
ク
オ
ー
バ
ー
課
金
対
策
（
ピ
ー
ク
電

力
抑
制
、
電
力
使
用
均
衡
化
）
や
東
日
本
大

震
災
を
経
て
、
有
事
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散

化
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
も
十
分
に
検
討
考
慮
し

た
結
果
と
い
え
る
。
次
に
年
間
電
力
使
用
量

に
つ
い
て
み
る
と
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
前

は
１
０
０
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
前
後
で
あ
っ
た
が
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
後
は
８
０
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
前

後
を
推
移
し
て
い
る
。
な
お
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
へ
の
電
力
供
給
が

事
業
継
続
に
お
け
る
重
要
課
題

ガスエンジン・コージェネ（700kW）

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 EP700G

燃 料 種 別 都市ガス（13Ａ）

定 格 出 力 700kW

台数・設置場所 １台・屋外地上設置

効 率 総合：73.8％／発電：41.8％／排熱回収：32.0％

廃 熱 回 収
蒸気（廃熱回収ボイラ）：定格蒸気発生量390kg/h〈0.78MPa〉
温水：�取出温度88.0℃、還り温度83.0℃、流量45.2㎥/h、
	 熱交換器容量262.9kW

廃熱利用用途 乾燥・殺菌

蒸気
蒸気ヘッダー

商用電力

発電電力

排ガス

給水

都市ガス

電力 排ガス
蒸気ボイラ

蒸気

補給水

廃熱

補給水タンク
（軟水タンク）

小型貫流ボイラ
（2t/h×6台）

ガスエンジンコージェネ
（700kW）

工場内
系統連系

製造プロセス

熱交換器
（262.9kW×2台）

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

10338
9623 9998

  8286
7791

8255 8404 8357

2010 ’11 ’12 ’13 ’14 ’15 ’16 ’17 （年）

コージェネ導入

■ エネルギーフロー図■ 電力使用量の推移（単位：ＭＷｈ／年）
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運
転
し
て
い
る
時
間
帯
は
、
法
定
休
日
お
よ

び
電
力
会
社
の
指
定
休
日
以
外
に
お
け
る
年

間
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
転
に
基
づ
い
て
お
り
、
午

前
８
時
か
ら
午
後
10
時
で
あ
る
。
コ
ー
ジ
ェ

ネ
の
定
期
点
検
の
時
期
と
し
て
は
、
商
用
連

系
さ
れ
て
い
る
の
で
、
負
荷
軽
時
お
よ
び
自

家
発
補
給
電
力
不
使
用
見
込
み
時
季
で
あ
る
。

ま
た
運
転
時
間
（
２
０
０
０
時
間
毎
）
に
よ

り
時
季
等
を
考
慮
し
て
計
画
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
半
年
周
期
（
運
転
時
間
）
の
定

期
点
検
と
し
て
、
毎
年
夏
期
と
冬
期
の
シ
ー

ズ
ン
イ
ン
前
を
予
定
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
の
向
上

謝辞

　今回の施設取材にあたり、
ご多忙の中ご対応いただき
ました、わかもと製薬株式
会社 執行役員 相模大井工
場長 谷口様、製造部技術課 
秋山様、総務部 金子様には、
この場をお借りして改めて
お礼を申し上げます。 （取材・

文：沼中秀一）

い
て
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導
入
か
ら
遡
る
こ
と

９
年
前
（
２
０
０
４
年
）、
ボ
イ
ラ
の
仕
様

と
燃
料
の
転
換
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も

と
も
と
重
油
焚
き
炉
筒
煙
缶
ボ
イ
ラ
を
使
用

し
て
い
た
が
、
工
場
敷
地
に
隣
接
し
て
敷
設

さ
れ
て
い
た
都
市
ガ
ス
（
中
圧
）
を
敷
地
内

に
引
き
込
み
、
ボ
イ
ラ
棟
を
新
設
し
た
。
ボ

イ
ラ
棟
内
に
は
、
都
市
ガ
ス
焚
き
小
型
貫
流

式
蒸
気
ボ
イ
ラ
（
２
ｔ
／
ｈ
×
６
台
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
、研
究
所
棟
に
は
、

温
水
ボ
イ
ラ
が
２
台
設
置
さ
れ
て
い
る
。

環
境
配
慮
ア
ピ
ー
ル
ツ
ー
ル
と
し
て
の
活
用

 ［ 

環
境
報
告
書 

］

　

わ
か
も
と
製
薬
株
式
会
社
で
は
、
国
民
の

健
康
と
幸
福
を
願
う
製
薬
企
業
の
一
員
と
し

て
、
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
企
業
責
任
と
認

識
し
、
環
境
保
全
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。
相
模
大
井
工
場
に
お
い
て
は
、
環

境
負
荷
低
減
の
継
続
的
改
善
は
重
要
な
テ
ー

マ
と
し
て
、
各
部
門
の
徹
底
し
た
体
制
に
よ

り
環
境
保
護
に
努
め
て
い
る
。
環
境
へ
の
取

り
組
み
の
具
体
的
な
成
果
は「
環
境
報
告
書
」

に
ま
と
め
、
毎
年
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
る
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
導
入
し
た
翌

年
の
２
０
１
４
年
の
環
境
報
告
書
の
表
紙
を
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
写
真
が
飾
っ
て
お
り
、
コ
ー

ジ
ェ
ネ
を
環
境
配
慮
の
ア
ピ
ー
ル
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
る
。
な
お
コ
ー
ジ
ェ
ネ
導

入
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般
社
団
法
人
都
市
ガ

ス
振
興
セ
ン
タ
ー
の
平
成
24
年
度
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
費
補
助
金
を

取
得
し
て
い
る
。

　

 

廃
熱
由
来
蒸
気
の

  

製
造
プ
ロ
セ
ス
へ
の
全
量
供
給

　

製
造
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
製
品
の
乾

燥
や
殺
菌
を
行
う
た
め
に
蒸
気
を
大
量
に
使

用
し
て
い
る
。
そ
こ
で
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
廃
熱

回
収
ボ
イ
ラ
由
来
の
蒸
気
は
製
造
プ
ロ
セ

ス
に
全
量
供
給
し
て
い
る
。
供
給
容
量
は
、

３
９
０
kg
／
ｈ
（
０
・
78
Ｍ
Ｐ
ａ
）
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
用
に
蒸
気
を

一
括
供
給
し
て
い
る
都
市
ガ
ス
焚
き
小
型
貫

流
ボ
イ
ラ
２
次
側
の
蒸
気
ヘ
ッ
ダ
ー
へ
の
接

続
と
、
ボ
イ
ラ
１
次
側
の
補
給
水
の
予
熱
対

応
で
あ
る
。
こ
の
予
熱
系
統
は
容
量
と
し
て

は
ご
く
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
設
置

し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
小
型

貫
流
ボ
イ
ラ
の
蒸
気
を
利
用
し
て
ボ
イ
ラ
補

給
水
を
予
熱
し
て
い
た
こ
と
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
る
。
現
在
も
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が
稼
働
し

て
い
な
い
夜
間
や
日
曜
等
は
現
行
状
態
で
あ

り
、
そ
の
部
分
を
利
用
し
て
配
管
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
ヘ
ッ
ダ
ー
に
対
し
て
新
規
の
取

出
口
を
増
設
せ
ず
に
済
ん
で
い
る
。
な
お
こ

の
系
統
に
対
す
る
蒸
気
供
給
量
の
制
御
は
、

補
給
水
タ
ン
ク
（
軟
水
タ
ン
ク
）
内
の
設
定

温
度
に
よ
る
蒸
気
調
整
弁
制
御
で
あ
る
。

   

ボ
イ
ラ
給
水
加
熱
源
と
し
て
の

   

廃
熱
温
水
利
用

　

さ
ら
に
廃
熱
温
水
は
、
都
市
ガ
ス
焚
き
小

型
貫
流
ボ
イ
ラ
の
給
水
加
熱
源
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
を
向
上
し

て
い
る
。
そ
の
際
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
か
ら
の

廃
熱
温
水
系
統
へ
の
熱
交
換
の
サ
イ
ク
ル
に

お
い
て
、
熱
交
換
器
を
２
台
設
置
し
て
い
る
。

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
側
（
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
熱
回
収
）

の
熱
交
循
環
水
は
、
ク
ー
ラ
ン
ト
処
理
さ
れ

て
い
る
た
め
、万
が
一
の
補
給
水
タ
ン
ク（
軟

水
タ
ン
ク
）
へ
の
混
入
を
防
止
す
る
目
的
で

ボ
イ
ラ
室
内
に
も
熱
交
換
器
を
設
置
し
て
い

る
。
都
市
ガ
ス
焚
き
小
型
貫
流
ボ
イ
ラ
に
つ

ボ
イ
ラ
棟
内
に
設
置
さ
れ
た
都
市
ガ
ス
焚
き
小
型
貫
流
式

蒸
気
ボ
イ
ラ（
２・０
ｔ 

／
ｈ
×
６
台
）
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　埼玉県川口市は古くから鋳物産業や化学工業が発展した国内を代
表する地域であり、川口化学工業株式会社は1937年にこの地で創立
した。同社は創立以来80年余りにわたり、国内の代表的な有機ゴム薬
品メーカーとしてゴム工業の発展に寄与してきた。
　「お客様の満足する製品を供給する」を基本方針とし、ゴム薬品、樹
脂添加剤、モノマー安定剤、写真薬、有機合成中間体等を製造し、化学
工業の様々な分野に製品を供給している。
　ゴム薬品という言葉は一般的に聞き慣れない言葉であるが、様々
なゴム製品に使用されており、身近なものではタイヤ、ベルト、ゴルフ
ボール等が挙げられる。また、ゴム薬品は硫黄系の有機薬品であり、ゴ
ム製品の成型や強度の確保、紫外線によるゴム劣化の防止等ゴム製
品には不可欠な薬品である。ゴム薬品の製造には、蒸気や温水など多
くの熱エネルギーを必要としており、同社は1994年からコージェネを
導入して、環境に配慮した省エネルギー化に取り組んでいる。

コージェネ設備を更新し、
省エネルギー化、コスト削減、BCP対策を実現

川口化学工業株式会社
川口工場

■ 施設概要
名 称 川口化学工業株式会社 川口工場

所 在 地 埼玉県川口市領家4-6-42

開業年月

・1937年（昭和12年）
・1994年にコージェネ1号機が稼働
・2000年にコージェネ2号機が稼働
・�2012年にコージェネ１号機を撤去し、
3号機を導入

K A W A G U C H I  C H E M I C A L  I N D U S T R Y  C O . , LT D .

コージェネ導入のポイント
設備更新でエネルギーバランスの 
見直しとＢＣＰ対策

エネルギー使用量を19％削減

エネルギーサービスの活用

1

2

3

Case4
SDGs コージェネ
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■ エネルギーフロー図

■ ガスエンジン・コージェネレーション仕様概略
メ ー カ ー ヤンマーエネルギーシステム株式会社

モ デ ル 名 EP370G

燃 料 種 別 都市ガス

定 格 出 力 370ｋＷ

台 数 1台（2012年更新機：3号機）

温 水 取 出 温 度 88℃

効 率 総合：73.8％／発電：41.0％／排熱回収：32.8％

　

川
口
化
学
工
業
（
株
）
は
化
学
工
業
を
生

業
と
し
て
い
る
た
め
、
蒸
気
や
温
水
等
の
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需
要
が
高
く
、
１
９
９
４
年

に
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
１
台
（
１
号
機
）、
２
０
０
０
年
に
は

２
台
目
（
２
号
機
）
を
導
入
し
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
実
行
し
て
き
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
か

ら
発
生
す
る
温
水
は
、
ボ
イ
ラ
用
給
水
の
加

温
と
工
場
の
生
産
設
備
に
使
用
し
、
蒸
気
は

工
場
の
生
産
設
備
の
加
温
に
使
用
し
て
い
る
。

都市ガス

都市ガス

ガスエンジン・コージェネ
（370kW）

商用電力

電力（370kW）

蒸気（220kg/h）

蒸気

貫流ボイラ

工場内
電力負荷へ

工場内
生産負荷へ

工場内
生産負荷へ

食堂

その他
生産設備

温水
（141.7kW）

ボイラ
給水タンク

温水タンク

　

１
号
機
が
稼
働
し
、
15
年
が
経
過
し
た
こ

ろ
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
進
行
し
、
１
号

機
の
設
備
更
新
の
検
討
を
始
め
た
。

　

設
備
更
新
の
検
討
で
は
、
電
力
と
熱
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）
対
策
に
配
慮
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
電
力
需
要
の
実
績
か
ら
、
１
号
機
よ
り
発

電
効
率
と
定
格
発
電
電
力
が
高
い
機
種
を
選

定
し
た
（
発
電
効
率
：
36
・
２
％
↓
41
・
０
％
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
更
新
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

ガスエンジン・コージェネ（3号機、370kW）

13 コージェネ導入事例



100 100 

80.5 80.9 

0

50

100

2016年度 2017年度

コージェネを導入していない場合 3号機を導入した効果

19.5%削減 19.1%削減

エネルギー使用量はコージェネを導入していない場合を100%とする。

［%］

謝辞

　お忙しい中、本取材にご協力を賜
りました川口化学工業株式会社　工
務課長 兼 用役係長 藤本様、工務課 
職長 両角様、東京ガスエンジニア
リングソリューションズ株式会社 
産業エネルギーソリューション部 
係長 浦久様、経営管理部 係長 佐藤
様には、この場をお借りして御礼申
し上げます。 （取材・文：藤野 正幸）

定
格
発
電
電
力
：
３
０
０
kW
↓
３
７
０
kW
）。

　

ま
た
、
１
、２
号
機
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
の
機

能
が
付
い
て
お
ら
ず
、
電
源
確
保
と
防
災
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
更
新
機
（
３
号

機
）
に
は
高
速
停
電
検
出
装
置
（
ジ
ェ
ネ
ラ

イ
ブ
）
等
を
用
い
た
Ｂ
Ｏ
Ｓ
（
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
ス
タ
ー
ト
）
機
能
を
追
加
し
た
。
燃
料

ガ
ス
は
中
圧
供
給
の
都
市
ガ
ス
を
利
用
し
て

い
る
た
め
、
地
震
発
生
時
も
安
定
供
給
が
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
停
電
時
も
ゴ
ム

薬
品
の
生
産
工
程
で
化
学
物
質
を
安
全
に
取

り
扱
い
で
き
る
無
停
電
運
転
が
可
能
と
な
り
、

防
災
性
を
向
上
さ
せ
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備

更
新
工
事
で
は
、
１
号
機
を
撤
去
後
、
そ
の

跡
地
に
３
号
機
を
設
置
し
、
２
０
１
２
年
７

月
か
ら
３
号
機
の
運
用
を
開
始
し
た
。

　

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を

  

19
％
削
減

　

３
号
機
は
商
用
電
力
と
系
統
連
系
運
転

し
て
お
り
、
工
場
内
で
自
家
消
費
し
て
い

る
。
工
場
の
生
産
設
備
が
稼
働
し
て
い
る
時

は
、
電
力
と
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用
す

る
た
め
、
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
運
転
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運
用
は
、
２
号

機
よ
り
総
合
効
率
が
高
い
３
号
機
を
優
先
的

に
運
転
し
て
い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を

導
入
し
て
い
な
い
場
合
と
比
較
す
る
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
２
０
１
６
年
度
に
19
・

５
％
、
２
０
１
７
年
度
は
19
・
１
％
削
減
を

実
現
し
た
。

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

  

活
用

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
設
備
の
更
新
に
は
、
東
京
ガ

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
株
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

た
。
具
体
的
に
は
３
号
機
を
東
京
ガ
ス
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）

の
所
有
設
備
と
し
、
川
口
化
学
工
業
（
株
）

は
都
市
ガ
ス
・
電
力
・
蒸
気
・
温
水
を
受
給

し
て
い
る
。
ま
た
、
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ

ス
に
は
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
故
障
発
生
時

の
緊
急
対
応
と
併
せ
て
、
経
年
劣
化
に
よ
る

総
合
効
率
の
低
下
防
止
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

電力 温水蒸気 都市ガス

東京ガスエンジニアリングソリューションズ

川口化学工業 川口工場

都市ガス

・設備投資・資産運用（減価償却・税金）
・経年劣化による効率悪化リスクの負担
・遠隔監視

東京ガス

・定期メンテ・故障時対応
・メンテ費用増加リスク負担
・省エネ効果検証

の
増
加
リ
ス
ク
防
止
、
省
エ
ネ
効
果
の
検
証

が
含
ま
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
よ
っ
て
、
設
備
導
入
時
に
必
要
な
イ
ニ

シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
低
減
だ
け
で
は
な
く
、
自

社
で
の
設
備
管
理
費
の
削
減
、
お
よ
び
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
増
加
リ
ス
ク
を
取
り
除
き
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
も
実
現
し
た
。

■ エネルギー使用量の実績

■ エネルギーサービスのスキーム

ボイラ給水タンク 温水タンク 貫流ボイラ
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大学研究室探訪

藤井・小宮山研究室の皆さん。前列左から２人目が藤井康正教授

（取材・文：沼中秀一）

エネルギー供給技術の可能性、エネルギーセキュリティの向上策、
地球温暖化対策などに対して大規模数理計画問題として構築した
世界エネルギーモデルを用いた政策評価を実施！

東京大学 大学院工学系研究科
原子力国際専攻 藤井・小宮山研究室 大学研究室探訪 #04

今回の大学研究室探訪は東京大学の藤井・小宮山研究室です。
藤井康正教授は、コージェネ大賞の選考会議委員などを務め
られており、エネルギーシステムの計画、解析、評価を対象と
して、コンピュータを利用したシステム工学における様々な手
法の構築とその応用の研究を行っています。現在の研究内容
やコージェネに対する展望について、お聞きしました。

―現在、何名の方が所属していますか？
　教員は私と小宮山涼一准教授の２名です。学生は博士課程が５
名、修士課程が７名、学部４年生が５名います。

―主な研究テーマとしてはどのようなものがありますか？
　まず最適電源構成に関する研究については、風力発電、太陽光
発電、電力貯蔵装置やコージェネレーションシステムなどの分散
電源の大量導入が電力系統の運用や設備構成に与える影響を分
析しています。
　次に世界の長期的エネルギー需給に関する研究では、効率的
なCO2排出抑制政策の立案を目指した解析を行っています。
　エネルギーシステムのレジリエンスに関する研究では、近似動
的計画法を用いて地震時のエネルギー供給途絶リスクを考慮し
た最適化計算を行い、コージェネ導入によるレジリエンスの向上

ふじい・やすまさ

藤井 康正 教授
1965年生まれ。福岡県出身。1988年、東京大学工学部電気工学
科卒業。1993年、東京大学大学院工学系研究科電気工学博士課
程修了 博士 (工学）。1993年、横浜国立大学工学部助手。1995
年、横浜国立大学工学部講師。1997年、横浜国立大学工学部助
教授。1995年5月～1996年4月、オーストリア国際応用システム
解析研究所客員研究員。1999年、東京大学大学院工学系研究科
助教授。2003年4月～2004年3月 京都大学大学院エネルギー
科学研究科客員助教授を併任。2005年4月～2008年3月 東京
大学大学院新領域創成科学研究科准教授（助教授）。2008年4月
より現職。著書に『エネルギー環境経済システム』（コロナ社）他。

東京大学 大学院工学系研究科 原子力国際専攻
藤井・小宮山研究室
東京都文京区本郷7-3-1 東京大学 工学部8号館
http://www.esl.t.u-tokyo.ac.jp/

を定量的に評価しています。
　また、革新的電力流通システムに関する研究も行っており、証券
取引場の売買方式を参考に、局所的価格情報による自律分散制御
と戦略的意思決定によるパケット伝送を基本とした革新的な電力
ネットワークの構築方式を提案し、その可能性評価を行っています。

―研究室にはどのような特色がありますか？
　研究のための具体的作業は、大量のデータ（例えば、国際エネ
ルギー統計、経済統計）の収集整理や、大規模なプログラム（例え
ば、線形計画法などの数理計画プログラムや、学習機能付きマル
チエージェントシステムなどシミュレーションプログラム）の作成
が中心となります。少人数のグループ別の会合を通して、きめの細
かい教育・研究指導を心がけています。

―コージェネレーションシステムのこれからのあり方や
展望についてアドバイスをお願いします。
　コージェネでの廃熱利用による省エネの実現はよく知られてい
ます。近年では大型商業施設やオフィスビル等でBCP対策の一環
としてコージェネの導入が進んでいます。中圧ガス管から供給さ
れる都市ガスを利用したコージェネの導入により、大地震などに
対するレジリエンスの向上が期待できます。また、太陽光発電など
の自然変動電源の割合が高まる中、電力システムにおける需給調
整力としてのコージェネの活用への期待も高まっています。

【100万kWh】
1,900
   950
   190

民生GT
民生GE
産業GT1
産業GE1
産業GT2
産業GE2
産業GT3
産業GE3

電源構成モデルによる
コージェネの調整力評価
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Case1
新梅田シティ
梅田スカイビル・ウェスティンホテル大阪

Case2
仙台第一生命タワービルディング

Case3
わかもと製薬株式会社
相模大井工場

Case4
川口化学工業株式会社
川口工場

コージェネ導入事例

コージェネレーションでネットワークを広げていく「コージェネット」
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